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Abstract
Thereis a clear distinction between thenurseryrhymesappearing in the1920s
and the songs traditionally sung among the people (known as warabeuta), and
“originalnurseryrhymes”appeared in thechildren’smagazine“Akaitori”(TheRed
Bird)that was published in July,1918. Theeditor ofthecontributors’column for
nurseryrhymeswasHakushu Kitahara,and thesongs chosenwere“artistic songs
writtenwith simple lyrics based on theclimate and traditions of Japan,”and they
spread throughout Japan from the 1920s. Even in Hokkaido, those influenced by
“TheRed Bird”published one nursery rhyme after another, and Hokkaido’s first
book ofnurseryrhymes,“Ari no O-Shiro”(TheAnts’Castle)waspublished in1928
byChinmokuHasebe. ThisstudyfollowsthefootstepsoftheHokkaidopoetswho





































































































































































































































































































































































































































































































































の らんぷ／／水車は とまった 雪だ／音も
なく ふるそらからの てがみ／あした なん
とかいてあるのか 読まう／はだしの すずめ
たちの よあけの歌を／すみやき山から うま
やの のきへ／とび足づたひの うさぎの あ
とを
この詩に「赤い鳥」からの脱皮を感じられない
だろうか。少なくともこの詩には、お背戸や親な
しや日暮れなど「赤い鳥」童謡の常套句を使い、
安易な抒情に流れる従来の童謡にみられない健全
さがある。「あしたのうた」というタイトルに向
かって、静かな雪の夜、朝のすずめやうさぎたち
を思い描く明るさがある。
このような一穂の童謡の転換は、他にも「むら
さきりんだうは海のいろ」（初出「小學四年生」昭
和27年）の出だし「そらたかく けふも わたり
どり、／どての すすきを かきわけて／くちぶ
え ふけば くもがわく。」の第一連にも感じられ
る。
一穂が童謡詩人であったら、ここを転換点とし
て新しい童謡の開拓が行われたに違いない。しか
し、一穂は戦後、『未来者』（青磁社 1948年）『羅
薔薇』（山雅堂 1950年）『古代緑地』（木曜堂
1957年）の詩集を次々と発表し、純粋詩を探求す
る象徴詩人として独自な地位を築いていった。そ
のために、童謡から新しい児童詩への転換は、結
局不発に終わったとみるべきだろう。
全集に収録された戦後の童謡・児童詩は10編に
すぎない。それも、「あしたのうた」を頂点とし
て、例えば「おちば」（キンダ ・ーブック 昭和28
年）の第三連「かさ こそ あしおと、／どんぐり
ひろひ、／ほそみち つけて／だあれが とほ
る、／ころ ころ こほろぎ／なきやんだ」のよう
に、安易な常套句による抒情的童謡へと逆戻りし
ている。
こう見てくると、やはり一穂を童謡詩人として
見ることはできない。しかし、大正期の「かりが
ね」や「山かなし」だけを代表作として、「赤い鳥」
の傍流とだけとらえるのには抵抗がある。「あした
のうた」に見る児童詩の可能性を今後に生かせた
かもしれない児童詩人だったと位置づけたい。
６．伊東音次郎
6-1 江別に生まれて
伊東音次郎（1894（明29）－1953（昭53））は札
幌郡江別村に生まれる。父正美は鳥取県から江別
屯田兵として入植、屯田兵村会の公有財産取扱委
員を勤めた。音次郎は江別尋常高等小学校卒業後、
札幌第一中学校（現札幌南高校）に入学するが、
父の急死で中退する。翌年の1910（明43）年、ロ
シア語勉学のため上京、口語短歌の西出朝風と出
会う。朝風の創立した「純正詩社」の同人となり、
下記の代表作の他、この時期多くの口語短歌を残
している。
函館は山にかくれる恋人よ 西の障子にほほあ
てて泣け
1916（大５）年の秋、江別に帰郷した音次郎は
江別町役場や江別屯田兵村等に勤めるが、その後
果樹や蔬菜作りに取り組む百姓歌人として過ごし
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た。この間の現金収入を支えたのが童謡であった。
音次郎は1923（大12）年から1927（昭２）年まで
東京の雑誌に多くの童謡を発表している。
現存する音次郎の童謡は「小学少年」の1923（大
12）年11月号に載った「かくれんぼ」（竹久夢二
画）が最初である。これを皮切りに「小学少年」
「小学少女」「子供新聞」などに54編の童謡を発表
している。
「小学少年」「小学少女」とのつながりは江別の
研究者新館長侍によれば、「かつて上京中に知り
合った上田穆（ばく）の紹介で、「この年から〝少
年"〝少女"〝小学少年"〝小学少女"という雑誌に
童謡を発表し出した」???とある。
「小学少年」「小学少女」は1919（大８）年５月
から1928（昭３）年３月まで研究社から出された
児童雑誌で、色絵、グラビア写真を豊富に使い初
山滋や竹久夢二の絵が巻頭を飾っていた。童謡で
は三木露風、西条八十、童話では𠮷屋信子、与謝
野晶子、小川未明らが同期で活躍したとある。こ
れらに互して音次郎の童謡が巻頭を飾っているこ
とから見て、伊東音次郎の童謡が当時の誌上で十
分に評価されていたことがわかる。その他、江別
の研究者望月芳明???によれば「当時童画家として
著名な武井武雄、初山滋がこぞって絵を添え、ま
た奥田貞、大和田愛羅らの作曲によって、そのこ
ろ自由教育を提唱する進歩的な教師によって学校
で唱われていた」という。
しかし、音次郎の童謡の発表誌は狭く「小学少
年」「小学少女」が1928（昭３）年に廃刊されると
急速にその発表の場を失った。もし彼が東京の地
にあれば、両誌廃刊の後もいずれかの雑誌に発表
の機会もあったかと思うが、今よりもずっと遠い
北海道の地にいたことが彼の童謡発表の機会を費
えさったと見ることができよう。
なお、1923（大12）年11月号の「小学少年」の
巻頭を飾った童謡の挿絵は竹久夢二の手によるも
のだが、音次郎と夢二とは上京中に親交があった
らしく竹久夢二から音次郎宛の書簡が残っている。
竹久夢二との親しいつきあいが「小学少年」で
いきなり夢二の絵で巻頭グラビアを飾ることにつ
ながったのかもしれない。
かくれんぼ
雨のふる日のかくれんぼ／二人ひっそりかくれ
んぼ／鳥屋にかくれて、かくれんぼ。／／鬼はを
かしや、雨の中、／ぐっしょりぬれてきょときょ
とと。／朴の下からきょときょとと。／／雨のふ
る日のかくれんぼ／／鳥屋にかくれて、かくれ
んぼ。／雨のやむまでかくれんぼ (「小学少年」
大正12年11月）
薬屋さん
薬屋さん／はいはいだはんの／薬屋さん／ひね
り膏／だはんのお薬／一つ一銭／幾何だえ／ま
けませう／／越中富山の／泣く児によくきく／
薬屋さん／げん膏は／泣く児のお薬／五銭に三
枚／幾何だえ／まけませう
いずれも「小学少年」「小学少女」の注文が途絶
えた後、「道民」という雑誌に1931（昭６）年７月
に載せた作品である。どこか肩の力を抜いて、子
どもらに楽しい話を聞かせるように作られた感が
ある。同じ号に載せられた「ジョーカー」も不思
議な擬音の効果とともに味わいのある作品だ。
ジョーカー
ピンカラコ／ポンカラコ／ピンカラコ／ピンカ
ラコ／ポンカラコ／ピンカラコ／一人のこっ
た／房のお帽子／赤いお顔で／ジョーカーさ
ん／はね上げて／おじぎして／手足ふるわせ／
頭で受けて／幕がしまって／ピンカラコ／ポン
カラコ／ピンカラコ
伊東音次郎にもう少し童謡発表の機会が与えら
れれば、この擬音やリズムの工夫がやがて独自の
形を作ってきたかもしれない。また彼にもう少し
野心と童謡への情熱があれば、既成の童謡の枠を
突き破って新たな作風が生まれたかもしれない。
残された五十数編の童謡からは残念ながら、後世
に残ると言える作品は生まれなかったが、その端
正な作品と明るさにやはり伊東音次郎の人柄を見
る思いがした。
７．坪松一郎
坪松一郎（1910（明43）－1969（昭44））は茨城
県生まれだが、父唯三郎が江別で坪松窯業を開始、
1936（昭11）年から1946（昭21）年まで江別町長
を務めるなど江別に根を下ろしたため、江別に移
住、北海中学に通う。江別で坪松は小田邦雄と出
会い、宮沢賢治を語り合う。1932（昭７）年、北
海中学を卒業後、新篠津村の小学校代用教員とな
る。同年口語歌集「石狩平原」を出版。1935（昭
10）年、第一童謡集『ランプと仔馬』（穂 谷秀雄
と共著）1936（昭11）年『納屋の子供等』を刊
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行。これらはまさに石狩平原のど真ん中にある新
篠津村の農村生活とそこに生きる子供たちを詠ん
だものとして、「赤い鳥」童謡とは一線を画す土の
匂いと子供たちの生命力にあふれた優れた作品群
である。
夜露
深い霧だな／おどっちゃん／ほし草いれない
で／いいんかなぁ／／深い霧だな／おどっちゃ
ん／牧場がけむって見いないぞ／こっ子牛いれ
ないで／いいんかなぁ／／
猫なげ
こっ子猫投げた／あんちゃんといった／石狩川
んふちで／あんちゃんが投げた／／あんちゃん
も走った／おんらも走った／／田圃道こえて／
あとも見ずに走って／家ん前まで走った／こっ
子猫ごめんよ／ばけないでおくれ／／
戦後、坪松は一時森高等女学校に勤めるが、1948
（昭23）年江別第三中学校に転任、この頃江別第二
中学校、篠津小学校をはじめ近隣の小・中学校の
校歌を多く手がける。
その他、坪松一郎の名を忘れても、今も北海道
で歌われているのが子ども盆踊り歌である。
そよろそよ風 牧場の街に／吹けばチラチラ灯
がともる／赤くほんのり灯がともる／ホラ灯が
ともる／／シャンコシャンコシャンコ／シャ
シャンがシャン／手拍子そろえて シャシャン
がシャン／／以下略
８．支部沈黙
8-1「秀才文壇」を読む
支部沈黙（本名貞助 1892（明25）－1969（昭
44））は宮城県志田郡松山村に生まれ、松山高等小
学校卒業後、先に渡道した父、兄を追って一家で
渡道、音江村内大部（現深川市）で暮らす。1910（明
43）年、札幌師範学校に入学するが肋膜のため退
学。1913（大２）年厚田小学校で教員になる。
彼の文学への動機は音江村で手にした「秀才文
壇」（文光道）であった。「秀才文壇」は1901（明
34）年10月創刊、1923（大12）年８月、関東大震
災で廃刊となったが、編集担当に小川未来や前田
夕暮らが名を連ねる投稿雑誌であった。支部はこ
の雑誌を暗誦するほどに読み親しんだという。
8-2 三木露風との出会い
沈黙は厚田時代に詩と随筆の同人誌「ささやき」
を謄写版刷りで出していた。その後、友人辻義一
に誘われ詩誌「路上」の同人となる。その後「路
上」は18号を出して終刊。短歌と詩の専門誌「ア
カシア」が安達市之丞が編集担当となり、1922（大
11）年10月創刊号を出す記念事業として９月27
日講演会を開いた。講師は当時トラピスト修道院
にいた三木露風である。当時の「北海タイムス」
によれば「入場者凡そ450名」とある。沈黙は露
風の「蘆間の幻影」を読んで、絶賛の一文を送る
程傾倒し、露風の近くに住むことを懇望する。露
風はその時の約束を忠実に果してくれたため、支
部は上磯町となりの茂辺地小学校の教員となる。
沈黙は翌年（大12年）８月15日に妻子を連れ
て転任した。
以後、露風がトラピストを去るまでの一年弱、
沈黙は休みの度に露風を訪れ交流を深めた。
露風は1923（大12）年10月、関東大震災の見
舞いのため上京し、11月に修道院に戻ったがその
ショックでノイローゼになる。露風の惑乱が一番
ひどかったとき、沈黙が露風の担当する詩の代選
を行ったことが、随筆「修道院のあとさき」に書
かれている???。
露風がトラピストを去った後、沈黙も又翌年の
1925（大14）年、旭川大成小学校へと転任した。
露風との交流はその後も続き、露風の死は1964
（昭39）年12月、手紙を出しに行く途中の交通事
故だったが、その手紙の宛先は支部沈黙だったと
いう。
8-3 北海道初の童謡集『ありのお城』
支部沈黙は1928（昭３）年５月１日、札幌市の
国語夜話会から北海道初の童謡集『ありのお城』
を出す。当時沈黙は旭川大成小学校に勤務し、三
女の父でもあった。『ありのお城』に収録された18
編の童謡は「路上」や「アカシア」「児童文芸」???「小
学キング」???に掲載したものを推敲し載せたもの
である。Ａ六判、32頁で定価５銭、「道内に１万冊
ほどばらまいて、当時の子どもさんたちに読んで
もらった豆本です」と後に本人が語っているが、
1918（大７）年「赤い鳥」が創刊されてわずか10
年程で、沈黙が小学校教員であり、教育関係者の
手を通してばらまかれたとしても驚異的な数字で
ある。
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沈黙の代表作は次の「豆」であろう。
豆
ばらばらばらと／豆落し、／莢が弾けて／豆が
とぶ、／空をめがけて／とんだ豆。／晩になった
ら／星になれ。／／
これは1923（大12）年２月の「アカシア」第４
集に載ったものを推敲したものである。
蟻の行列
蟻の行列 つづいている／ばんかた／うらの葱
畠／／なかまはづれの／蟻ひとつ／葱のあたま
にのぼりつめ／／お寺のかねでも／きいている
か／蟻の行列／つづいてる。
３人の子の親として、又小学校教師として子ど
もと日々接していた沈黙が、この時期、童謡を作
ろうとしたのは自然に見える。しかし、その後、
1930（昭５）年詩集『路草』（札幌市 貴堂）、
1935（昭10）年に詩文集『空と山の線』（札幌市
貴堂）と詩の方へと傾斜して行ったのは詩人の必
然でもあったのだろう。それは『ありのお城』の
余白に下記のような短詩を組み込んでいたことに
も表れているように思われる。
・かれくさもよし／ねころべば／空の日の暈／
わが心にかえる
・空をみると／水をまいたやうだ／空がうごい
て／ひろいひろい心となる／あゝあんなこと
は言はずもいゝ
９．木村不二男
9-1 木村不二男の童謡集
木村不二男（1906（明39）－1976（昭51））は秋
田県で生まれる、小学校６年生の時、父文助と渡
道。函館師範学校、東京の文化学院をへて、玉川
大学教育学部卒業後、北海道亀田郡石崎小学校教
諭となる。この頃から「赤い鳥」に童謡を投稿、
1928（昭３）年、７編の童謡が入選した。1930（昭
５）年上京し、鈴木三重吉に師事する。同年３月
に創刊された童謡同人誌「チチノキ」（乳樹社）の
同人となり、与田 一らと親交を結ぶ。「チチノキ」
は童謡の芸術性を重視した結晶度の高い雑誌とし
て、昭和初期を代表する雑誌である。
1945（昭20）年、東京空襲のため渡島管内森町
に疎開、森町高校教諭となる。1958（昭33）年童
謡集『ニシパの祭』（山音文学会）を出版。ここに
は「赤い鳥」時代、「童謡詩人」時代、「チチノキ」
時代の童謡が納められている。又、この頃、片平
庸人と函館で出会っており、その奇矯なふるまい
に驚いたことが書かれている。1967（昭42）年５
月～1972（昭47）年11月まで「童話」（日本童話
会）に評伝「鈴木三重吉」を57回に渡って連載し
た。
9-2 木村不二男の「アイヌの子」
アイヌの子
笹の窓から、顔が出る／／月
のの
さま、月
のの
さま、／お
とおりなされ。／／マキリこつこつ、／お彫
ほり
物
もの
／
入
いれ
墨
ずみ
青い／お母さま。／／子熊今夜は、／腹痛
い、／檻でしくしく 泣いてるよ。／／月
のの
さま、
月
のの
さま／おとおりなされ。／／窓から子どもが、
呼んでいる／／
（「赤い鳥」昭６年６月)
これはその後与田準一選の『日本童謡集』に収
録されたものである。
北原白秋の「アイヌの子」と比べて、アイヌの
人たちの暮らしが優しい歌の中でそっと語られて
いる。「お母さま」などことばは都会風のことばだ
が、その歌われた風景はそのままアイヌ部落の風
景である。
さむい夢
雪の白い から松山が／どこまでも 北に走っ
て／／日向でよ オロチヨンの子は／あそんで
いたよ 丸木小屋のそば／／豊泊
とよどまり
さびしい
村よ／さむざむと 広い道だけ／／転校した
あの子を見たよ／先生と 声をかけたよ／／樺
太も 春がきていた／ゆうべ見た さむい夢で
は／／
（昭３、５)
当時、木村の赴任した小学校は、函館半島の西
側のうらびれた漁村であった。冬になると、男は
カムチャッカ、女は北千島へ出稼ぎに出る貧しい
村であった。教師をしていた木村が見る樺太の夢
は、やはり寒々とした貧しい夢であっても、夢の
中ではわずかに樺太に春が来ていたことは救いで
ある。
10．片平庸人と童謡集『ほうほう春』
片平庸人（1902（明35）年７月～1954（昭29）
年12月）は仙台市で生まれる。仙台時代「おてん
とさん童話会」で鈴木碧らとともに口演童話等の
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活動をしたが、1930（昭５）年、姐の嫁ぎ先の函
館に移住。西条八十に私淑し「童話」に童謡が多
数載る。1934（昭９）年12月、『ほうほう・はる』
を函館のすかんぽ童謡社から出す。増補改訂版が
翌年、1935（昭10）年５月、土に描く社から出
版。又、遺稿集『青いツララ』（片平イト）が1978
年９月に出ている。『北海道児童文学全集』第13巻
「詩と童謡」には、片平の作品は、「赤い鳥」（昭６
年３月）に載った「河洲」の他、「山
やま
背
せ
泊
どまり
」「青い
ツララ」が載っている。
11．渡辺ひろし
渡辺ひろし（1912（明45）年２月～1991（平３）
年12月）は東京で生まれる。本名は弘。東京目白
中学校中退、1928（昭３）年から「コドモノクニ」
に童謡を投稿。1930（昭５）年、 聖歌の紹介で
「チチノキ」の誌友となる。復刊後の「赤い鳥」に
投稿、８編が入選する。1950（昭25）年札幌に移
住、（株）ロバパンに勤務のかたわら、同人誌「森
の仲間」の創刊（1961（昭36）年４月）に参加、
1962（昭37）年10月、童謡詩集『にじのつらら―渡
辺ひろし作品集１』（札幌・Ｒスタジオ）を出す。
「ミズバショウ」（「森の仲間」第16号 昭和49年
11月）は、小学六年国語教科書（日本書籍 1977
年）に収録された。
「てろん とろっぷ―つららのうた―」は1959
（昭34）年北海道児童文学作品集「原っぱ」に載せ
た作品で、「てろん とろっぷ／つららがひかる」
「てろん とろっぷ／つららがうたう」というつら
らからしずくの音が、すぐれたオノマトペで表現
されている。昭和32年「日本児童文学」７月号に
載った「ろばよ 走れ」は、「めんこい ろばよ／
とことこ 走れ」「北一条の なみ木／アカシアの
下を／時計台の かねが／鳴ってる 道を」と歌
われ、勤務先のロバパンへの愛着と札幌の町への
賛歌が、ろばのやさしい歩みのように快く歌われ
ている。又、童謡集『ろばよ走れ』（もくば社）が
1978（昭53）年11月に刊行された。
渡辺ひろしの集大成として『渡辺ひろし詩集
だんしゃくいもの歌』『渡辺ひろし童謡集てろんと
ろっぷ』が1983（昭58）年６月、藤倉英幸・絵
で、らいらっく書房より２冊組み『渡辺ひろし作
品集』として刊行された。
12．大久保テイ子
大久保テイ子（1930（昭５）２～2002（平14）
４）は紋別市生まれ、旧制女学校卒。北海道詩人
協会員。1975年詩人協会賞受賞北海道児童文学の
会会員として同人誌「原野の風」に童謡・児童詩
を多く発表した。童謡・詩集『コロポックル』に
は48編の童謡が載っている。その一編「月夜の
シャベル」は、1977（昭52）年「札幌市お母さん
の書いた童謡」の入選作である。
月夜のシャベル
月夜のはたけに シャベルがひとつ／巨人がわ
すれた シャベルがひとつ／／ほんとはきよわ
な 巨人のおとこ／やみよにこっそり あらわ
れいでて／キャベツばたけの キャベツをひと
つ／／（以下略）
この歌は後に『月夜のシャベル』（らくだ出版
1986年）として出版された。
その後詩集『はたけの詩』（教育出版センター
1986年）、詩集『ぼっこてぶくろ』（岩崎書店 1990
年）が出ている。
13．名取和彦
名取和彦（1937（昭12）年８月～現在）は小樽
市生まれ、実家は老舗の金物店であった。本名は
一彦。慶應義塾大学入学後、サトウ・ハチローの
主宰する「木曜会」に入会、この会合でサトウ・
ハチローや藤田圭雄の批評を受けたという。卒業
後小樽に戻り、実家を継ぐ。1973（昭48）年９
月、木曜会出版部から初めての童謡集『コロボッ
クルのセレナーデ』を出す。これには恩師サトウ・
ハチローの序文があり「名取和彦の詩には北海道
の色がある 北海道の匂いがある」と、彼が郷土
を歌う詩人であることが書かれている。次の「熊
さん これから冬ごもり」にも、長い冬を迎える
北国の哀愁が感じられる。
熊さん これから冬ごもり
熊さん ぐるりと見ています／おやまはすっか
り枯葉いろ／雪も一度はふりました／／（中略）
お日さま見つめて 雲を見て／林の匂いをまた
かいで／もいちど風をきいてみて／／みんなに
「おやすみ」つぶやいて／熊さん ちょっぴりさ
びしそう／それではこれから冬ごもり／／
これは、若松正司・作曲、真理ヨシコ・歌でNHK
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「こどものうた」で歌われた。
以上、紙数を大幅に越えているので後半は急ぎ
足の紹介になってしまったが、まだ２～３取りあ
げそこねた詩人もいる。又、童謡に限定したため
に「子どものための詩」や少年詩集などは取り上
げきれなかった。『北海道児童文学全集』第13巻
（加藤多一解説）「詩と童謡」にはまだ多くの童謡
や詩が載っている。興味のある方はこれも参考に
して頂きたい。
注
１)北原白秋「日本童謡ものがたり」河出書房新社
2003年．
底本は「日本童謡物語」（「日本児童文庫」12ア
ルス1955年）．
２)上笙一郎編『日本童謡事典』東京堂出版2005
年．
３)大阪国際児童文学館編『日本児童文学大事典』
大日本図書1993年．
「童謡」欄 藤田圭雄．
４)鈴木三重吉主幹児童雑誌「赤い鳥」は1921（大
７）年７月創刊され，そのモットーは「世俗的
な下卑た子供の読み物を排除して，子供の純正
を保全開発するため」と称され，1929（昭４）
年２月～1931年１月の休刊をはさみ，1936（昭
11）年８月廃刊まで196冊が刊行された．
５)北原白秋「赤い鳥」大正７年10月．
赤い鳥、小鳥、／なぜなぜ赤い、／赤い実食べた．
白い鳥、小鳥、／なぜなぜ白い、／白い実食べた．
青い鳥、小鳥、／なぜなぜ青い、／青い実食べた．
６)北海道河西郡の子守歌「ねんねの寝た間に」「赤
い鳥」大正７年７月創刊号．
ねんねの寝た間に何しょいの、／あづき餅の，栃
餅や．
赤い山へ持って行けば、／赤い鳥がつつく．
青い山へ持って行けば、／青い鳥がつつく．
白い山へ持って行けば、／白い鳥がつつく．
７)北原白秋「童謡私観」（「詩と音楽」大正12年，
１月号）．
８)北原白秋『フレップ・トリップ』岩波文庫2007
年 初出誌『女性』1925年12月－27年３月プ
ラトン社刊 フレップ，トリップとも赤と黒の
木の実の名．
９)和田典子『三木露風赤とんぼの情景』神戸新聞
総合出版センター1999年 p.128．
10)注９，p.108-p.111「赤蜻蛉」の成立事情．
11)注９，p.116～p.119．
12)比良倍治「三木露風とトラピスト修道院―?童
謡「赤とんぼ」誕生をめぐって―?」北海道子ど
もの文化研究同人誌「ヘカッチ」３号1997年 p.
27．
13)「金の船」「金の星」1919（大正８）年11月刊
行．発行者横山寿篤，編集人斉藤佐次郎で出発
したが，1922（大正11）年，斉藤佐次郎が独
立，６月号から書名を「金の星」と改め，1929（昭
和４）７月まで全116冊が出ている．
14)畑中圭一『童謡論の系譜』東京書籍1990年．
15)菊池寛『赤い靴はいてた女の子』現代評論社
1979年．
16)吉田美和子『桃花村まで―?吉田一穂の詩と世
界』（三月舎 1990年）．
17)与田 一『日本童謡集』（岩波文庫 1957年）．
18)新館長持「伊東音次郎の周辺」上「江別文学」
６号 1972年12月．
19)望月芳明『人間の詩』叢書 「江別に生まれる５」
江別市教育委員会 p.57～p.58．
20)支部沈黙「修道院のあとさき」『支部沈黙作品集』
下 北書房1967年 p.13～p.17．
21)「児童文芸」1924（大正13）年10月創刊．
22)「小学キング」1925（昭和１）年３月創刊．
参考資料
『日本児童文学大系』17三木露風・野口雨情・サトウ
ハチロウ ほるぷ出版 1978年．
『日本児童文学大系』７北原白秋 ほるぷ出版 1977
年．
『日本童謡事典』上笙一郎 東京出版 2005年
「ヘカッチ」１号 北海道子どもの文化研究同人誌
1994年５月 柴村紀代「黎明期の作家たち」その
１吉田一穂．
「ヘカッチ」２号 北海道子どもの文化研究同人誌
1995年10月 柴村紀代「北海道の童謡詩人たち」
⑴支部沈黙の童謡について．
「ヘカッチ」３号 北海道子どもの文化研究同人誌
1997年７月 柴村紀代「北海道の童謡詩人たち」
⑵伊東音次郎の童謡について．
「ヘカッチ」４号 北海道子どもの文化研究同人誌
1999年11月 柴村紀代「北海道の童謡詩人たち」
⑶名取和彦著『コロボックルのセレナーデ』．
『歌の中の札幌』さっぽろ文庫81 札幌市・札幌市教
育委員会 1997年 柴村紀代『北海道の童謡の揺
籃期』．
『北海道の児童文学』にれの樹の会編 北海道新聞社
1977年．
「北海道児童文学全集」第13巻 立風書房 1984
年．
『日本児童文学大事典』大阪国際児童文学館編 1993
年．
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明治１ 1868
明治２ 1869
明治３ 1870
明治４ 1871
明治５ 1872
明治６ 1873
明治７ 1874
明治８ 1875
明治９ 1876
明治10 1877
明治11 1878
明治12 1879
明治13 1880
明治14 1881
明治15 1882 野口雨情生誕５
明治16 1883
明治17 1884
明治18 1885 北原白秋生誕１
明治19 1886
明治20 1887
明治21 1888
明治22 1889 三木露風生誕６
明治23 1890
明治24 1891
明治25 1892 支部沈黙生誕５
明治26 1893
明治27 1894 伊東音次郎生誕５
明治28 1895
明治29 1896
明治30 1897
明治31 1898 吉田一穂生誕８
明治32 1899
明治33 1900
明治34 1901
明治35 1902 片平庸人生誕７
明治36 1903
明治37 1904
明治38 1905
明治39 1906 木村不二男生誕３
明治40 1907
明治41 1908
明治42 1909
明治43 1910 坪松一郎生誕５
明治44 1911
明治45 1912 渡辺ひろし生誕２
大正１ 1912
大正２ 1913
大正３ 1914
大正４ 1915
大正５ 1916
大正６ 1917
大正７ 1918 児童雑誌「赤い鳥」創刊７
大正８ 1919 童謡集『とんぼの眼玉』10
大正９ 1920
大正10 1921 童謡集『真珠島』10
童謡集『十五夜お月さん』６
大正11 1922
大正12 1923
大正13 1924 童謡集『青い眼の人形』６
大正14 1925
大正15 1926 童謡集『お月さま』９
昭和１ 1926
昭和２ 1927
昭和３ 1928 童謡集『ありのお城』５
『フレップ・フリップ』２
昭和４ 1929
昭和５ 1930 童謡同人誌「チチノキ」創刊３
大久保テイ子生誕２
昭和６ 1931
昭和７ 1932
昭和８ 1933
昭和９ 1934 童謡集『ほうほうはる』12
童謡集『ランプと仔馬』１
昭和10 1935
昭和11 1936 童謡詩集『納屋の子供等』
昭和12 1937 名取和彦生誕８
昭和13 1938
昭和14 1939
昭和15 1940
昭和16 1941
昭和17 1942
昭和18 1943 童謡集『朝おき雀』
昭和19 1944
昭和20 1945
昭和21 1946
昭和22 1947
昭和23 1948
昭和24 1949
昭和25 1950
昭和26 1951
昭和27 1952
昭和28 1953
昭和29 1954
昭和30 1955
昭和31 1956 童謡集『鳩の扇子』８
昭和32 1957
昭和33 1958 童謡集『ニシパの祭』８
昭和37 1962 童謡集『にじのつらら』10
昭和48 1973 童謡集『コロボックルのセレナーデ』９
昭和53 1978 童謡集『ろばよ走れ』11
昭和58 1983『渡辺ひろし童謡集 てろんとろっぷ』６
昭和61 1986 童謡集『月夜のシャベル』１
北海道童謡年表（文章末の数字は「月」を表わす）
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